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１ 【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】

平成23年11月14日に提出いたしました第135期第２四半期（自　平成23年７月１日　至　平成23年９月30

日）に係る四半期報告書の記載事項の一部に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため、四半

期報告書の訂正報告書を提出するものであります。

　

２ 【訂正事項】

第一部　企業情報

第２　事業の状況

３　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

(6) 従業員数

　

３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。

　

第一部 【企業情報】

第２ 【事業の状況】

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(6) 従業員数

　

（訂正前）

（連結会社の状況）

当第２四半期連結累計期間末における従業員数は、前連結会計年度末より11,596名増加し、30,094名

となっております。その主な要因は、医療用医薬品事業セグメントにおいてNycomed A/Sを買収したこ

とに伴い、Nycomed A/Sおよびその子会社92社を連結の範囲に含めたことによるものであります。

なお、従業員数は臨時従業員を除く正社員の就業人員数であります。
　

（訂正後）

（連結会社の状況）

当第２四半期連結累計期間末における従業員数は、前連結会計年度末より12,306名増加し、30,804名

となっております。その主な要因は、医療用医薬品事業セグメントにおいてNycomed A/Sを買収したこ

とに伴い、Nycomed A/Sおよびその子会社92社を連結の範囲に含めたことによるものであります。

なお、従業員数は臨時従業員を除く正社員の就業人員数であります。
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